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■アプリを作成した、きっかけ

せっかく避難しても、
避難所に入れない!!

コロナ禍で起こった、令和２年７月の九州地方の大雨の報道に衝撃
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■コロナ禍でも災害は起こりうる

■梅雨前線の停滞や台風による大雨被害は

・全国、どこでも起こりうる

・７月２８日には山形県の最上川が氾濫

・南陽市でも、最上川氾濫の一歩手前

・防災無線で、避難を呼びかけるが、実際、
どこに避難すればいい？

・避難所に行ってみたら、混雑して入れな
かったということが懸念される
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■避難所の混雑状況を市民に知らせたい

■避難所によって、避難者の
数にばらつきがある

⇒ 近くの避難所に行ってみた
ら、混雑していた

⇒ どこに避難すればいいの？

◇高齢者や足が悪い人

⇒ 近くの避難所に避難したい

⇒ でも、避難所にはたくさん
の人？ どうしよう？

■もし、避難所の混雑状況を知らせる
ことができたら…

◇車で移動できる人には、空いている
避難所に行ってもらうことができる

⇒ 高齢者や足が悪い人が近くの避難
所に行くことができる
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■どのように混雑状況を知らせるか

■現状

・ホームページは、庁内の端
末しか修正できない

・人員不足 災害時にホーム
ページを修正をする人の確保

・情報を更新する頻度やタイ
ミング 避難所配置の職員が
負担にならない確認、連絡を
どう行うか課題

■もし、避難所配置の職員が、直接、
情報を更新できたら。

【大きなメリット】

・住民は、最新の混雑状況を知ること
ができる。⇒多様な避難方法を選択

・災害対策本部は、随時、最新の避難
所の状況を知ることができる。

・いちいち、避難所の状況を問い合わ
せる必要がなくなる。
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■避難所の職員が情報を更新する課題は何？

◆データの置き場にクラウドストレージを使う

Google社のスプレッドシートは無料で使用が可能

⇒ ホームページは庁内の端末しかアクセスできず、避難
所の職員はアクセスできないことが解決される

しかし、

◆データの入力、表示方法に課題が残る
⇒ スプレッドシートを表示できるが、表形式であるため
見づらい
⇒ 避難所にはパソコンがない。

スマホで表示や入力ができないか？



■避難所の混雑状況を知らせるスマホアプリ

◆当時、避難所の混雑状況を知らせるサービスが見当たらず
⇒ アプリを独自に開発するしかない？

◆しかし、アプリの開発となると、
・人口が少ない南陽市では、アプリ開発費用が大きな負担

・いつ起こるかわからない災害に、予算をかけることができる？

・高度な機能は求めず、最小限の機能で、台風シーズンの前に、
費用をかけずに作成する

⇒ すぐに対応。 約１か月で完成。 9/16に運用開始。

⇒ ノーコードでアプリ作成ができる海外製の開発プラットフォーム
『Glide』を利用する



■開発した避難所状況アプリ（市民公開用）

◆パッと見、視覚的にわかるように、混雑度をアイコンで表示
・区分は３段階。避難人数を入力するとアイコン表示が自動で変わる。



■開発した避難所状況アプリ（職員入力用）

◆避難所配置の職員は、避難所を選び、「開設」を設定。
・随時または決まった時間に、避難者数を入力する



■開発した避難所状況アプリ（本部確認用）

◆災害対策本部は、WEBブラウザにより一覧で状況を確認できる
・WEBフォームにより、直接データを修正することも可能。



■避難所アプリ開発のノウハウを公開

◆アプリ開発費用が負担である市町村でも、
避難所情報を住民の方に提供できるように、
ノウハウを公開し、横展開を図る。

⇒ 全国青年市長会「日本を元気にする施策
2020」の若手市長らが知恵を絞った94施
策の中で第１位に選ばれる。

◆全国14自治体から問い合わせ

・鹿児島県出水市 R3.2.19に運用開始
・熊本島上天草市 導入検討中



■この経験を他のアプリに応用

◆市民の生活がより便利になるように、アプリを作成。

・山形県プレミアム付きクーポン券事業

・今日のごみカレンダー

・まち歩きツール（未公開）



店の名前で検索したり、店の場所、『完売』の
アイコン表示などに対応したスマホ用のアプリ
を提供

公開後わずか２日間で９５７名がアプリを登録、
最大で２,２５４名が登録



■今日のごみカレンダー

朝の忙しい時に、ごみカレンダー
を探したり、ホームページで確認
する面倒がなくなります。

■まち歩きツールとして活用（未公開）

「1人で初めて訪れた方でも迷わず、安心してまち歩きができる」
新しいスタイルの観光案内ツールとして利用できる



ご清聴ありがとうございました。


